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要要旨旨  
 コロナ禍以降、人工知能（AI）の台頭が大学教育に大きな影響を与えている。特にリベラルア

ーツでの学びをキャリアスキルとして卒業していく学生には AI コンピテンシーの修得が必須と

なる。それに伴い、大学も人財スキルを涵養するカリキュラムの適応が必要となる。今後、これ

まで専門職の学位を必要としてきた領域や技術的な仕事の定型業務の大半を AI が代替すること

が予想されるため、これからの大学教育のミッションは、人財力の育成が主となり、AI では再現

できない人財スキルとなる、クリティカルシンキング力、問題解決力、創造的思考力、情報の統

合力、判断力、意思決定力、曖昧さに疑問を呈する能力、ディスラプティブなアイディアを生み

出す能力等を涵養することが、主たる教育の使命になると予測される。そのため、⼭本敏幸他（2016）
の成果を基軸に、現行カリキュラムの領域を超えて学生の人財力育成を涵養するライフロング型

e ポートフォリオを提案する。 
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11..  序序論論  
プリンストン大学の Caplan（2018）が著書の

“The Case Against Education”で、大学はもうお

金と時間をかけて行く価値もないところになって

しまったと唱えて以来、世界中の大学はコロナ禍

でのオンライン教育を経験し、その後、AI の台頭

で権威主義の知識伝授中心の大学教育運営の本質

さえ揺るがされている。本研究の目的は、AI を含

めた ICT 活用の教育的価値の模索期の大学で、未

来人財力を涵養する教育モデル・カリキュラムを

人財育成のためのライフロング・e ポートフォリ

オで学習者の人生を通じて伴走・支援する仕組み

を研究し、策定することである。これからの

VUCA の時代を社会人として生きていくことに

なる大学生にとって、コロナ禍以前の教育体制で

４年間学ぶだけでは、キャリア人生の半ばで「ガ



ス欠」になってしまう。そうならないために、こ

こでは未来人財力に必要となる「A I リテラシー」

「クリティカルシンキング力」「協働力」「様々な

事象や物事に興味を持つ力」「社会や環境の持続性

に目を向ける力」「グローバル、グローカルに異文

化共生社会を見据える力」「新しい考え方やチャレ

ンジに取り組む姿勢」を大学入学時からキャリア

人生を通して、ライフロングで、デジタルツイン

の AI が伴走する人財育成型 e ポートフォリオシ

ステムについて研究し、提案する。 
 

11..11..  学学術術的的「「問問いい」」  
 教育のミッションは、未来社会を生きるこれか

らの世代に未来創造のフューチャースキルとマイ

ンドセットを身に付ける機会を提供し、生涯ライ

フロング・ラーニングを実践しながら未来社会に

貢献できる人財育成をおこなうことだと考える。

本研究では、以下のリサーチクエスチョン（学術

的「問い」）を掲げる。 
(i) 現行の大学カリキュラムは、大言語モデル

（LLM）で全て扱える explicit knowledge（明示
的知識）中心の知識伝授型で、卒業までのカリキ

ュラムは、大学生が 4 年間で起きている時間の

12％程度を対象としているが、起きている時間の

大半の時間を対象にしたカリキュラムデザインが

出来ないか。 
(ii) 従来のカリキュラム領域に加え、これまで

に大学教育が扱ってこなかった tacit knowledge
（暗黙知）の領域を含むフューチャースキル（未

来人財スキル）を涵養するカリキュラム及び学習

環境を構築できないか。 
(iii) 上記2項目をアカデミック・インテグリテ

ィで担保された authentic な学びと assessment
で展開できないか。また、そこでの学びをメタ認

知と学びのふりかえりのためのアーティファクト

として保証する、学習者主体型の e ポートフォリ

オで補完できないか。さらに、AI をシンキングツ

ールとして学びの伴走をする学習バディー型 e ポ

ートフォリオで AI リテラシーとライフロング・

ラーニングのマインドセットを涵養できないか。 

(iv) 上記の3項目を学生の生涯を通して、ライ

フロング・ラーニングを支援する未来人財育成型

生涯 e ポートフォリオの基盤として構築できない

か。 
以上、4点について検証する。 
 
11..22..  現現行行カカリリキキュュララムムのの功功罪罪  
 教育のミッションは未来社会を生きるこれから

の世代に未来創造のフューチャースキルを身に付

ける機会を提供し、未来社会に貢献できる人財育

成をおこなうことだと考える。しかしながら、こ

れまでの教育は、1806 年に作られたプロイセンモ

デルに基づくところが多く、加えて、アメリカの

マスプロ教育によるカリキュラムの質保証のプロ

セスが導入されている。マスプロ教育の質保証で

は、マスプロダクションの最終過程で検品をする。

製造工程の各段階では、分担された作業をそれぞ

れの担当者が携わる。これでは生産過程を通した

全体的な品質保証が担保されないことになる。そ

のため、最終段階で検品作業が必要となる。検品

で撥ねられた商品は欠陥品として廃棄、或いは、

不具合を修理後に製品として出荷される。こうい

ったやり方では、ユーザー視点の使い勝手はユー

ザー任せとなり、生産者側の知るところではない。

どのぐらい販売できたかという台数だけに目が向

いてしまう。このような産業界の生産モデルを反

映したプロセスが教育界にも導入されてきた。そ

の結果、マスプロ教育の体制がそのまま現行の教

育に残っていることが問題である。一方、産業界

では、1980 年後半よりマスプロダクションを脱

した取り組みが導入されている。生産作業に関わ

る社員のモチベーション維持、高品質の製品を製

造しているというプライドを持って製造に関わっ

ているという人間性と主体性に着目した取り組み

である。担当した人の名前を製品に残し、生産し

ながら検品による質保証を担保し、誇りを持って

世に送り出し、その製品を購入し、使う人のこと

を考える動きが導入されてきた。近年の教育界で

は、主体的なアクティブラーニングで展開するチ

ームベースの PBL 形式の授業形態が類似する動
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ス欠」になってしまう。そうならないために、こ

こでは未来人財力に必要となる「A I リテラシー」
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 教育のミッションは、未来社会を生きるこれか

らの世代に未来創造のフューチャースキルとマイ

ンドセットを身に付ける機会を提供し、生涯ライ
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は、マスプロダクションの最終過程で検品をする。

製造工程の各段階では、分担された作業をそれぞ

れの担当者が携わる。これでは生産過程を通した

全体的な品質保証が担保されないことになる。そ

のため、最終段階で検品作業が必要となる。検品

で撥ねられた商品は欠陥品として廃棄、或いは、

不具合を修理後に製品として出荷される。こうい

ったやり方では、ユーザー視点の使い勝手はユー

ザー任せとなり、生産者側の知るところではない。
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いてしまう。このような産業界の生産モデルを反

映したプロセスが教育界にも導入されてきた。そ

の結果、マスプロ教育の体制がそのまま現行の教

育に残っていることが問題である。一方、産業界

では、1980 年後半よりマスプロダクションを脱

した取り組みが導入されている。生産作業に関わ

る社員のモチベーション維持、高品質の製品を製

造しているというプライドを持って製造に関わっ

ているという人間性と主体性に着目した取り組み

である。担当した人の名前を製品に残し、生産し

ながら検品による質保証を担保し、誇りを持って

世に送り出し、その製品を購入し、使う人のこと

を考える動きが導入されてきた。近年の教育界で

は、主体的なアクティブラーニングで展開するチ

ームベースの PBL 形式の授業形態が類似する動

きといえる。しかし、こういった動きは、教育全

体ではまだまだ少数派である。大半の授業はマス

プロ教育のままである。これは、学生と教員の比

率をみることでも、マスプロダクションの産業モ

デルを未だに根強く反映していることが窺える

（OECDサイト参照 1）。例えば、本学の学生（大

学院生を含む）―教員比率（学生対専任教員）は 
37対1 である。一方、筆者が 1992 年から 2002 
年まで勤務していたインディアナ州の私立の工学

分野のRose-Hulman Institute of Technology で

は、学生―教員比率は13対1 で、教育の質保証の

ために、ビジョンの記述には 10 対1 を目指すこ

とを掲げていた。当時、Authentic Curriculum の

実践として、Integrated Curriculum2で学ぶ学生

たちの e ポートフォリオによるアカデミック・ア

ドバイシングをおこなっていた同僚は一学年度に

13名の学生を指導していたが、指導する学生数が

多すぎるといつもぼやいていたことを思い出す。

教育の質保証は授業の中だけでおこなうものでは

なく、アカデミックライフ全般でおこなうものだ

と知った場面である。 
 
11..33..  現現行行ののカカリリキキュュララムムのの学学習習時時間間 
 データサイエンスの観点から、大学のカリキュ

ラムとそれを支援する LMS や修学ポートフォリ

オを見てみると、さらに現行の教育体制の問題点

が浮き彫りになる。学生が入学から卒業までに過

ごす期間は入学年4月から卒業年3月までの4年

間である。この4年間で学生が起きている時間は、

１日に 8 時間の睡眠時間を除く 16 時間で計算す

ると、4 年間の3分の2 （つまり、 2.7 年＝973.3
日）で、23,360 時間となる。この2.7 年という起

きている時間の内、卒業のための単位（124単位）

を取得するために教室内で過ごす時間は、1 学期

を15週間とすると、1,860 時間（起きている総時

間の12.6％）に過ぎない。因みに、人は起きてい

ても必ず瞬きをする。瞬きをしているとき、目は

一瞬閉じている。目が閉じている時間は一瞬でも、

4 年間で起きている 2.7 年に目が閉じている時間

の総時間は男性が 10％、女性が 12％である。言

い換えると、大学生が4 年間で、卒業のために教

室で過ごす総時間と同じ時間、瞬きで目が閉じて

いることになる。つまり、大学がカリキュラムを

反映した授業で学生の成長に関わることができる

時間は極めて限られている。いくら高精度のLMS
で学習コンテンツを配信し、学びの成果を学習ポ

ートフォリオに蓄えて学びの質保証をしても、4
年間で起きている時間の 12.6％足らずの学習時

間では真の教育と言えるのかは疑問である。 
 
11..44..  言言語語化化ののででききなないい TTaacciitt  KKnnoowwlleeddggee（（暗暗黙黙
知知））のの領領域域のの学学びび 
 従来の学問領域は知識の言語化ができる

explicit knowledge（明示的知識）の領域のみであ

る。この explicit knowledge の領域に加えて、言

語では具現化ができない tacit knowledge（暗黙
知）の領域も含む教育モデルが必要となる。 
 その上、LMS やポートフォリオに蓄積された

このような教育データでは、データの持つバイア

スは避けられない。人間の持つ知識体系は、言語

で表記ができる explicit knowledge の領域と、言

語では具現化ができない tacit knowledge の領域

からなるのである。これまでの教育コンテンツは

人間が持つ知識体系の中の explicit knowledge の

領域、つまり、言語化された知識領域のみが中心

となる。AI（LLM）が扱える領域も explicit 
knowledge の領域のみである。つまり、大学のカ

リキュラムには tacit knowledge の領域は含まれ

ず、通常は、就職した後に、企業内研修で独自に

行われるのが慣習である。tacit knowledge には、

信頼関係を構築するためのコミュニケーションス

キル、アジャイルなチームで協働するスキル、問

題分析から問題解決、判断、意思決定へのマイン

ドセット、新たな視点、価値観を受け入れ適合す

る力、状況把握から分析、判断力（クリティカル

シンキング力）、倫理観など含まれる。大学の4 年

間の成長の期間を tacit knowledge の習得なしで

カリキュラムをデザインすることは、重大な判断

ミスと言わざるを得ない。 
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22..  ラライイフフロロンンググ・・ee ポポーートトフフォォリリオオのの提提案案 
  Albert Einstein の名言に、“You can’t solve a 
problem with the same mindset that caused it.” 
3 というものがある。同様のメッセージは Kuhn
（1962） でも確認できる。本テーマに当てはめる

と、1 章で記述した現況の教育モデルの問題点は

現況の教育を実践してきたからこそ浮き彫りにな

ってきた問題であり、現況の教育モデルのマイン

ドセットでは解決は不可能であるということであ

る。本章では、新たなマインドセットでの解決策

を提案してみる。 
 
22..11..  ママイインンドドセセッットトをを構構成成すするる要要素素 
 本節では、新たなマインドセットを構成する要

素について考えてみる。 
 
22..11..11..  AAccttiivvee  LLeeaarrnniinngg 
 Active Learning については、これまで本学の

一般教養科目群で教育推進部の教員を中心に実践

されてきたことであるが、Bloom’s Taxonomy  

Matrix（図1）を使ってまとめてみる。 
 横軸はBloom’s Taxonomyの学習を構成する要

素を並べたものである。左から、「記憶する」「理

解する」「応用する」「分析する」「評価する」「創

造する」と学び要素が成長順に並んでいる。縦軸

には、教育で学習者に提供される学びのタイプ・

機会が上から順に、「事実情報」「概念情報」「プロ

セス・手順情報」「メタ認知」と配置されている。 
 従来の教育モデルでは、左上の 4 マスの領域、

つまり、記憶したことを理解する学習活動が中心

となる。一方、Active Learning では、Bloom’s 
Taxonomy Matrix の全領域で学習者の主体的な

学びで展開していく。学習者の視点からの

Authentic な学びが担保されている。教員の立場

も「物知り博士」として知識を伝授したり学習活

動の指示を与えるだけの役割から、学習者の主体

的な学びを促進するファシリテーター（ガイド）

としての役割が中心となる。 
 では、どのようなコンピテンシーを涵養する教

育パラダイムが必要となるのかについて、次節で

考えてみる。 
 
  
  
  
  
  

図1. Bloom’s Taxonomy Matrix（https://pos.sissa.it/434/023/pdf、p.7 より） 
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22..  ラライイフフロロンンググ・・ee ポポーートトフフォォリリオオのの提提案案 
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22..11..22..  FFuuttuurree  SSkkiillllss  ((AAII  CCoommppeetteenncciieess)) 
 産業革命の歴史を俯瞰すると、いつの時代でも

新しい技術革新が社会に入り込んでくるが、その

技術の便宜性に溺れることなく、俯瞰的に予期せ

ぬ利用結果や倫理的な問題について考えることが

できる未来人財スキル（AI コンピテンシー）が不

可欠となる。一般的には、AI コンピテンシーは、

AI を効率よく操るための技術面として解釈され

るが、ここでは本節で以下に述べるように、広義

で捉えることにする。 
 特に、一般教養科目のようなリベラルアーツ教

育では、倫理、プライバシー、エンパシー、バイ

アス等に焦点を当てた人間的な視点を涵養するプ

ログラムを提供できる利点がある。強いては、リ

ベラルアーツ教育の究極の使命と言えるし、

Authentic な教育環境の実現とも言える。 
 では、どのような人財スキルが必要となるだろ

うか。今後、AI は弁護士の職種などこれまでは大

学や大学院の学位を必要とする職業を置き換える

と予測されているが、これからはリベラルアーツ

教育に固有の資質を習得した卒業生を排出するこ

とが益々価値を持つようになると考えられる。AI
化が進む効率化を求める企業においても、AI や新
しいテクノロジーがもたらす倫理的リスクや予期

せぬ結果について深く考察ができる人材が必要と

なってくる。リベラルアーツ教育でこのような資

質を持つ卒業生には、倫理、プライバシー、バイ

アスに注目して、人文主義的な視点を提供するこ

とが求められてくる。こういった資質は AI では

置き換えることができないものである。 
 AI 主導の世界では、特にリベラルアーツのスキ

ルが不可欠となる。AI は既存の知識に基づいた予

測しかできないため、学生たちがリベラルアーツ

教育を通して人文主義的な視点を身につけること

はとても重要になる。では、こうした人財スキル

はどのようなものであるのかを見ていく。必須と

なるスキルには、少なくとも、創造的思考、問題

解決、情報の統合、曖昧さの管理、質問、新しい

アイデアの創出のスキルが含まれる。ダートマス

大学の歴史学教授であるCecilia Gaposchkin4は、

「人間的な理性によって訓練されていない対象に、

より高度な倫理的判断を外部委託することは行き

止まりである」と述べている。つまり、リベラル

アーツ教育の目的は人間的な理性のマインドセッ

トを持つことに他ならない。最近の求人情報を見

ても、AI リテラシーに長けた人材の求人よりも、

批判的思考、感情的知性、コミュニケーション、

コラボレーション、倫理などの対人スキルに対す

る需要が増加している。これらはすべてリベラル

アーツ教育で重視されるスキルである。 
 
22..11..33..  ラライイフフロロンンググ・・ララーーニニンンググののママイインンドドセセ

ッットト 
 では、前節のようなリベラルアーツ教育をどの

ように実践すればいいだろうか。学生が4 年間で

起きている総時間の 12%程度に満たない学習時

間のカリキュラムで実践しても成果が期待できな

い。そこで、ここでは、現行のカリキュラムの領

域を超えて、学習者が主体的にライフロング・ラ

ーニングのマインドセットを身に着けられるよう

な学習環境となるライフロング・ラーニングのマ

インドセットを涵養するライフロング・e ポート

フォリオを提案する。通常、e ポートフォリオは、

学習、コンピテンシー、および雇用適性のアーテ

ィファクト（証拠）を提供するといった、意味の

ある成果物の電子的コレクションとして定義され

るが、ここで提案するライフロング・e ポートフ

ォリオは、単なるテクノロジーを使ったアーカイ

ブとしてだけでなく、教育学的アプローチおよび、

学びと成長の追跡、就職活動への準備、またはメ

タ認知と学びのふりかえりによる自己の学びとそ

の成長に使用される成果物群を確認し可視化する

プロセスとしても機能する、生涯型学習の軌跡を

可視化する仕組みである。 
 つまり、ライフロング・e ポートフォリオは、

学習者が自己主導型でキャリア人生を含めた生涯

を通して、自己の学びと成長をログとして記録し、

成長の証しとなるアーティファクトと共に文書化、

可視化し、習得した自己のコンピテンシーとその

レベルを人財スキルとして発信できる人財・アセ
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ットの可視化と共有の機会を提供するといった特

徴がある。 
  
22..11..33..11..  従従来来型型のの ee ポポーートトフフォォリリオオ 
 ライフロング・e ポートフォリオについて、詳

説する前に、本項では、先ず従来型の e ポートフ

ォリオについてまとめておく。 
 本来、e ポートフォリオは、学生の学習の記録

として、また、内省的なツールとして機能し、時

間の経過とともに強みと課題を文書化するといっ

た学びの確認の機会を提供するものである。この

プロセスは、生涯学習の基礎である学びのふりか

えり、自己評価、および自己調整スキルを涵養す

るものである。つまり、自己の学びの経験を内省

的にふりかえることで、学生はその学びに意味と

価値を見出し、自身の知識として構築していくの

である。 
 こういった従来型の e ポートフォリオは、伝統

的な教育のような指導依存型の学習者を、学習の

機会を継続的に特定し追求できる自己主導型の個

人へと変えるのである。つまり、学生が学習の所

有権を持ち、自己の学びの目標を設定し、自己主

導型で知識を追求することをサポートする。結果

として、自己効力感（知覚された能力）と自律性

が向上することになるのである 。e ポートフォリ

オは、学問領域や分野を超えたつながりや形式的

学習と非形式的学習の間のつながりの重要性を強

調するため、横断的な（インターディシプリナリ

ーな）学習の拡張が期待できるのである。 
 従来型の e ポートフォリオは、カリキュラム内

での学習の記録として、また、学期や学年ごとの

内省的なツールとして機能し、時間の経過ととも

に達成できたこと、自己の強みと短期の目標設定

や課題を文書化するためのものである。このプロ

セスは、生涯学習の基礎である自己行動や経験の

確認、自己評価による客観視、および自己調整ス

キルを奨励することになる。つまり、自己の経験

を振り返ることで、学生は自己の経験から意味を

見出し、知識を構築することができるのである。 
 さらに、従来型の e ポートフォリオは、就活生

の雇用適性、キャリア開発、および専門的アイデ

ンティティの明示化に役立つと考えられる。つま

り、従来、履歴書だけでは伝えきれない成長のプ

ロセスとアーティファクトとなる業績を雇用者側

に提示できることになる。 
 雇用者側が求めるスキルには、以下のものがあ

る。 
    • 批判的思考、創造性、および問題解決 
    • コミュニケーション、対人コミュニケーシ

ョン、およびコラボレーション（信頼関係・エン

パシー） 
    • デジタルリテラシー、自己管理、自己認識、

および自己調整スキル 
    •  就労に対する心構えや準備度 
    • 倫理感 
 つまり、e ポートフォリオには、これらの要素

が含まれていなければいけないことになるが、従

来型の e ポートフォリオは、あくまでも、カリキ

ュラム内での学習が中心である。つまり、従来型

の e ポートフォリオは、教員による指導依存型の

学習者を、学習の機会を継続的に特定し追求でき

る自己主導型の個人へと誘う仕組みである。e ポ

ートフォリオとインタラクトすることにより、学

生は学習の所有権を持ち、目標を設定し、独立し

て知識を追求することをサポートする仕組みであ

る。結果として自己効力感（知覚された能力）と

自律性が向上することになる。従来型の e ポート

フォリオは、分野を超えたつながりや形式的学習

と非形式的学習の間のつながりの重要性を強調す

ることで、「学習の拡張」を促進することになるが、

これは、あくまでも、カリキュラム内での学習が

中心となる。 
 
22..11..33..22..  教教育育機機関関ととししててののラライイフフロロンンググ・・ee ポポーー

トトフフォォリリオオととそそのの戦戦略略  
 前項で見てきたように、従来型の e ポートフォ

リオは、あくまでも、カリキュラム内での学習領

域が中心で、卒業と共にインタラクトすらできな

くなってしまう。つまり、生涯型の e ポートフォ

リオ活用ができないのである。しかし、ただ e ポ
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を振り返ることで、学生は自己の経験から意味を

見出し、知識を構築することができるのである。 
 さらに、従来型の e ポートフォリオは、就活生

の雇用適性、キャリア開発、および専門的アイデ

ンティティの明示化に役立つと考えられる。つま

り、従来、履歴書だけでは伝えきれない成長のプ
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に提示できることになる。 
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 つまり、e ポートフォリオには、これらの要素

が含まれていなければいけないことになるが、従

来型の e ポートフォリオは、あくまでも、カリキ

ュラム内での学習が中心である。つまり、従来型

の e ポートフォリオは、教員による指導依存型の

学習者を、学習の機会を継続的に特定し追求でき

る自己主導型の個人へと誘う仕組みである。e ポ

ートフォリオとインタラクトすることにより、学

生は学習の所有権を持ち、目標を設定し、独立し

て知識を追求することをサポートする仕組みであ

る。結果として自己効力感（知覚された能力）と

自律性が向上することになる。従来型の e ポート

フォリオは、分野を超えたつながりや形式的学習

と非形式的学習の間のつながりの重要性を強調す

ることで、「学習の拡張」を促進することになるが、

これは、あくまでも、カリキュラム内での学習が

中心となる。 
 
22..11..33..22..  教教育育機機関関ととししててののラライイフフロロンンググ・・ee ポポーー

トトフフォォリリオオととそそのの戦戦略略  
 前項で見てきたように、従来型の e ポートフォ

リオは、あくまでも、カリキュラム内での学習領

域が中心で、卒業と共にインタラクトすらできな

くなってしまう。つまり、生涯型の e ポートフォ

リオ活用ができないのである。しかし、ただ e ポ

ートフォリオを就活のツールとして使うだけでは、

ライフロング・ラーニングのための e ポートフォ

リオとして捉えると、本来の e ポートフォリオの

機能は発揮できていないと考える。 
 高等教育機関の持つ教育のミッションは、大学

の4 年間の学びを通して、学生のキャリア人生に

繋がる生涯学習学のマインドセットを涵養するこ

とだと考える。もしそうだとすれば、e ポートフ

ォリオは生涯を通して、学生の高等教育に携わっ

た教育者・教育機関として、そして、学生のライ

フロング・ラーニングに寄り添い支援するパート

ナーとして、ライフロング・ラーニングのマイン

ドセットを培う場を提供しなければならないので

はないだろうか。これが、ライフロング・ラーニ

ング・マインドセットを涵養する e ポートフォリ

オである。 
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機関は、e ポートフォリオを主軸として、教育ミ

ッションとカリキュラムの統合、業界との協力、

および教育法の改革に焦点を当てることによって、

これらの変化に適応する必要がある（図2）。 

 これからの大学は、カリキュラムのどの部分で

AI を活用し、教育の質保証を補完すべきかを協議

し、学生が意図的な方法で AI と協働する機会を

創出することが必要となる。そのためには、AI の
倫理的および社会的影響に関する議論をリベラル

アーツ教育のカリキュラムに組み込むことが必要

となる。リベラルアーツの学生は、現段階のAI が
持つ特性、つまり、AI に効果的にプロンプトを出

し、バイアスをフィルタリングし、「幻覚応答」

（Hallucination）を特定するために、技術的な側

面におけるコンピテンシーを先ず習得する必要が

出てくる。 
 さらに、大学は、大学が排出する人材と社会や

雇用主である企業側が求めるニーズとの関連性を

確保するために、学習目標とカリキュラム設計の

策定および更新において企業側と協力する必要が

ある。この協働には、（業界パートナーと共同で作

成された）コンピテンシーフレームワークを統合

することが含まれ、これにより、幅広い教育機関

の学習成果が、職場に直接結びつく具体的なコン

ピテンシー記述に繋がるのではないだろうか 。 

図2. 教育モデル（ https://kuins.repo.nii.ac.jp/record/1089/files/K15-
11%20YAMAMOTO%20T.pdf より ） 
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このように、e ポートフォリオは、卒業のための

必須科目や大学が提供するすべてのコースにおい

て統合され、e ポートフォリオを通して、雇用主

となる企業が求めるスキル分野に対して、就活中

の学生が学びと成長の証拠を収集集約、整理、内

省し、学びと成長のショーケースとして共有する

ことを可能にするのではないだろうか。言い換え

ると、Bloom’s Taxonomy Matrix のメタ認知によ

る学びのふりかえりを雇用主の求める人材像に合

わせてショーケース化することである。

� ここで提案するライフロング・ラーニングのた

めの eポートフォリオは、その大学で身につけた

e ポートフォリオとの関わりを生涯を通して支援

する生涯学習型キャリア・ポートフォリオとして、

人財力のレベルを提示する機会を提供するための

仕組みである。今後は定年時まで一つの企業でキ

ャリア人生を終える人口よりも、スキルアップし

た自身に合ったキャリアを求めて転職する人口が

増えていくことが予想される。その際にも、大学

から学習者主導型で培ってきたライフロング・ラ

ーニングのための eポートフォリオがキャリア人

生を支援するという eポートフォリオが必要とな

る。（図 3、破線で囲んだ部分を参照。）

� こうしたライフロング・ラーニングのための e
ポートフォリオには、これまでの eポートフォリ

オの機能に加えて、学びと成長に向けたアドバイ

スをする AI エージェント群が、24／7 で支援し

ていく特徴を持たせなければならない。5、6

AI エージェント群：

・アドバイジングアシスタント：学生ごとに修学

アドバイスを促す

・コースアシスタント：学生の将来の目標に合わ

せた履修計画案の提示

・ライティングフィードバックアシスタント：ガ

イドラインに沿った記述かどうかのチェック、詳

細なフィードバック、更新のアドバイス

・ITアシスタント：ITリテラシー支援（ITヘル

プデスク）

・e ポートフォリオアシスタント：効果的な e ポ

ートフォリオ活用法支援

・ライブラリー・リサーチアシスタント：図書館

活用型リサーチ支援、リサーチ支援

・インターンシップ・キャリアマッチアシスタン

ト：学生ごとに e ポートフォリオ内容に合わせた

候補となるインターンシップ・キャリア・雇用主

の提示

図 3.� Bloom’s Taxonomy Matrix（図はhttps://pos.sissa.it/434/023/pdf、p.7 より。�

� � � 破線を追記表示。）�

�
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 こうした仕組みの利点は、ライフロング・ラー

ニングのための e ポートフォリオに蓄積されたデ

ータ情報を基にして、大学がミッションで掲げる

人財育成にむけて、カリキュラムがミッションを

ちゃんと反映して機能しているか否か、カリキュ

ラムが意図するようにそれぞれのコースが機能し

ているか、使い勝手を含め e ポートフォリオが機

能しているかどうかなどを確認することができる

といった仕組みが組み込まれていることが重要と

なる。7 
 
33..  ままととめめ 
 コロナ禍以降に台頭してきた AI は、企業のみ

ならず、高等教育にも益々浸透してくると予想さ

れる。AI 等のテクノロジーは膨大なデータ資料を

処理して、定型的なタスクをこなすことに長けて

いるが、倫理的な推論、創造的思考、問題解決か

ら判断、情報統合といった人文主義的なスキルに

は向いていない。こうした人文主義的なスキルと

なる人財スキルを持つ人財を排出することが必要

となる。卒業後の職場環境では、リベラルアーツ

教育で身につけた人財力で、AI と協働して働くこ

とが当たり前になっていくと予想されるからであ

る。 
 従来型の explicit knowledge の学習が中心とな

る現行の高等教育と卒業後の AI 駆動の労働環境

とのギャップを埋めるためには、大学はこれまで

にない e ポートフォリオの戦略的な活用をしなけ

ればならない。ライフロング・ラーニングのマイ

ンドセットを涵養する e ポートフォリオは、学習

活動のプロセスや成果物をテクノロジーで管理す

るだけの便利なツールとしてだけではなく、重要

な教育的プロセスの習得やライフロング・ラーニ

ング・マインドセット（生涯学習態度の考え方）

の習得に不可欠となる。Bloom’s Taxonomy 
Matrix のメタ認知による学びのふりかえりの層

に示した継続的な内省、自己評価、習得した人財

スキルの文書化・可視化を自己の主体的なActive 
Learning で自立性を持った自己の未来を自己主

導型で考える個人へと成長させることができる。

こうした e ポートフォリオのアーティファクトは、

習得した人財スキルの包括的な証しとして雇用者

側に提供され、従来の履歴書以上の深みと信頼関

係構築の根拠を提供することになる。しかも、ポ

ートフォリオは就活時だけではなく、卒業後もキ

ャリア人生、生涯を通して、継続的に生涯学習の

支援者として機能することになる。本学で学んだ

学生が、生涯を通して大学で身につけたライフロ

ング・ラーニングのマインドセットを育み「関大

人」として生きていく姿が期待される。 
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